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特 集 市制施行20周年次世代の訴え
平成17年に旧那珂町と旧瓜連町が合併し那珂市が誕生しました。
本年度、市制施行20周年の節目を迎え、今年度20歳になる 3人の
若い市民のかたに、那珂市への希望のメッセージを伺いました。

消防士を目指し現在アルバイト
中。高校は県外へサッカー留学す
るほどの腕前。休日は消防団活動
などにも参加し、地域へ恩返しを
忘れない。

社会人 2年目。野球をこよなく
愛し高校時はキャプテン。現在は
草野球でプレーし、また地域では
中学生に野球指導を行っている。

大学 2年生。子ども
のころから祭り大好き
青年。文化の伝承を積
極的に行っている。那
珂市大好き。

照沼　晃誠 さん照沼　晃誠 さん
てるぬま　こうせいてるぬま　こうせい

大畠　夏鼓 さん大畠　夏鼓 さん
おおはた　 な つおおはた　 な つ

古橋　歩 さん古橋　歩 さん
ふるはし　あゆむふるはし　あゆむ

20
歳
に
な
っ
て
那
珂
市
が
変

わ
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

照
沼　

山
形
県
に
高
校
３
年
間

サ
ッ
カ
ー
留
学
し
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
帰
っ
て
き
た
と

き
に
、
新
し
い
家
や
お
店
が

建
っ
て
い
て
、
一
気
に
街
の
雰

囲
気
が
変
わ
っ
た
事
を
覚
え
て

い
ま
す
。浦
島
太
郎
状
態
で
す
。

大
畠　

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

菅
谷
に
住
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
の
イ

オ
ン
周
り
だ
け
が
発
展
し
て
い

て
、
は
げ
し
く
街
の
偏
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。

古
橋　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地

区
に
あ
っ
た
芳
野
幼
稚
園
が
廃

園
に
な
っ
た
り
、
芳
野
小
学
校

が
戸
多
小
学
校
と
統
合
し
た

り
、
那
珂
市
も
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

照
沼　

幼
少
か
ら
の
夢
で
あ
る

消
防
士
に
な
り
た
い
で
す
。
那

珂
市
を
、
ど
こ
の
街
よ
り
も
、

安
全
で
住
み
や
す
い
街
に
し
た

い
で
す
ね
。
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今
後
ど
ん
な
那
珂
市
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
。

照
沼　

気
軽
に
遊
べ
る
施
設
が

な
い
の
で
、
小
さ
い
子
供
が
遊

べ
る
よ
う
な
場
所
が
も
っ
と
増

え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
畠　

小
学
生
の
こ
ろ
、
サ
ッ

カ
ー
で
き
る
広
場
が
な
か
っ
た

の
で
、
例
え
ば
、
海
外
な
ど
に

あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
と

か
フ
ッ
ト
サ
ル
場
の
よ
う
な

ち
ょ
っ
と
狭
い
場
所
で
も
い
い

か
ら
遊
べ
る
、
集
え
る
場
所
が	

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

古
橋　

温
泉
が
好
き
な
の
で
。

前
に
あ
っ
た
温
浴
施
設
の
よ
う

な
も
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
娯
楽
施
設
と
い
う

か
、
老
若
男
女
楽
し
め
る
よ
う

な
、
遊
び
心
を
持
っ
た
那
珂
市

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

大
畠　

年
齢
を
重
ね
て
も
仲
間

同
士
集
え
る
街
に
な
る
の
が
夢

で
す
。お
祭
り
が
好
き
な
の
で
、

仲
間
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
集

ま
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
に
つ

い
て
は
、
今
思
案
中
で
す
。
あ

れ
こ
れ
悩
ん
で
い
ま
す
。

古
橋　

健
康
第
一
。
今
、
大
洗

の
野
球
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
て

い
ま
す
。
大
好
き
な
野
球
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

那
珂
市
の
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
は
ど
こ
で
す
か
。

照
沼　

額
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
。
昔
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ

て
い
た
思
い
出
の
場
所
。
春
は

桜
が
き
れ
い
で
す
よ
。

大
畠　

菅
谷
両
宮
遊
歩
道
。
散

歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
、
自

分
が
一
番
落
ち
着
け
る
場
所
で

す
ね
。
景
観
も
最
高
。

古
橋　

野
球
で
お
世
話
に
な
っ

た
、
那
珂
総
合
公
園
。
今
で
も

野
球
の
手
伝
い
な
ど
で
よ
く
行

き
ま
す
。
あ
と
田
舎
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
市
内
の
飲
食
店

や
カ
ラ
オ
ケ
も
、
仲
間
と
結
構

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今年20歳を迎える若
者は、幼稚園卒園時は東
日本大震災、高校の 3年
間をコロナ禍中に規制を
強いられた年代。そんな
環境にも負けず、力強い
大人に成長してくれた 3
人でした。

20歳の若者から20歳の若者から
� 住まう那珂市へ伝えること…� 住まう那珂市へ伝えること…
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那
珂
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

●
令
和
6
年
　
第
2
回
定
例
会
●

◆
会
期
　
18
日
間
　
6
月
4
日
～
6
月
21
日

《
傍
聴
者
　
１
４
０
人
》

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は

市
長
提
出
案
件
…	

18
件

請
願
・
陳
情
…
…	

3
件

議
会
提
出
案
件
…	

1
件

計
22
件

議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

報告 2 令和 5 年度那珂市一般会計繰越明許費繰越
計算書について 20事業、合計11億8688万6000円繰越。 ―

報告 3 令和 5 年度那珂市下水道事業会計予算繰越
計算書について 1事業、2287万1000円繰越。 ―

報告 4 令和 5 年度那珂市一般会計継続費繰越計算
書について 1事業、800円繰越。 ―

報告 5 令和 5 年度那珂市水道事業会計継続費繰越
計算書について 2事業、6132万5000円繰越。 ―

議案33
専決処分について（那珂市個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部を改正する条例）

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律等の改正に伴い、引用していた表を削除するも
の。

承認

議案34 専決処分について（那珂市医療福祉費支給
に関する条例の一部を改正する条例）

茨城県が実施の、市町村で行う医療福祉の施策に対する助成
措置について、対象の拡充を行うもの。 承認

議案35 専決処分について（那珂市税条例の一部を
改正する条例）

地方税法等の改正に伴うもの。個人市民税について、令和 6
年度分の個人住民税の特別税額控除に係る規定の追加など。 承認

議案36 専決処分について（那珂市都市計画税条例
の一部を改正する条例）

地方税法等の改正に伴うもの。都市計画税（土地）の負担調
整措置の継続など。 承認

議案37 専決処分について（那珂市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険税の後期高齢者
支援金等課税額の賦課限度額の引き上げ及び低所得者軽減に
おける 5 割軽減判定所得、 2 割軽減判定所得の基準額を改正
するもの。

承認

議案38 専決処分について（令和 6 年度那珂市一般
会計補正予算（第 1号））

歳入歳出それぞれ 4 億1805万5000円を増額し、総額を235億
1805万5000円とするもの。令和 5 年度からの国による物価高
騰対策として、低所得者や定額減税しきれないと見込まれる
者を支援するための経費を追加計上するもの。

承認

議案39
那珂市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育事
業等の設備及び運営に関する基準の改正により、小規模保育
事業所及び事業所内保育事業所における満 3 歳以上の児童に
係る保育士・保育従事者の配置基準を見直すもの。

可決

提出された議案等とその結果

4議会だより № 82な
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議案等番号 議　案　等　名 内　　　　　　容 結果

議案40
那珂市地方活力向上地域における固定資産
税の特別措置に関する条例の一部を改正す
る条例

地域再生法第17条の 6 の地方公共団体等を定める省令の改正
及び対象施設の追加に伴い、本条例の規定による固定資産税
の特別措置の対象となる事業者の認定期間を 2 年間延長し、
対象となる施設に子育て支援施設を追加するもの。

可決

議案41 令和 6年度那珂市一般会計補正予算
（第 2号）

歳入歳出それぞれ 1 億5067万3000円を増額し、総額を236億
6872万8000円とするもの。児童手当制度の見直しに伴うシス
テム改修に係る委託料の計上など。

可決

議案42 令和 6年度那珂市国民健康保険特別会計
（事業勘定）補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ669万6000円を増額し、総額を54億8669万
6000円とするもの。マイナンバーカードと健康保険証の一体
化に向けたシステム改修に係る委託料等の増額。

可決

議案43 令和 6年度那珂市介護保険特別会計
（保険事業勘定）補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ13万円を増額し、総額を50億8013万円とす
るもの。高額医療合算介護予防・生活支援サービス費の見込
み増に伴う負担金の増額。

可決

議案44 令和 6年度那珂市下水道事業会計補正予算
（第 1号）

資本的収入8800万円を増額し、総額を11億7140万7000円とす
るもの。資本費平準化債が拡充されたことによる、公共下水
道資本費平準化債の限度額の増額。

可決

議案45 物品売買契約の締結について 消防団第 1 分団第 1 部配備の消防ポンプ自動車を購入するも
の。契約金額：2535万3000円 可決

議案46 茨城県後期高齢者医療広域連合規約の一部
変更に関する協議について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律等の改正に伴い、規約別表中の被保険者証等の
用語の整理を行う他、関係市町村の共通経費負担金の納入額
算出に用いる人口及び高齢者人口の算定基準日などの整理を
行うもの。

可決

陳情 3 瓜連支所の利活用に関する陳情について

請願・陳情の内容は 7ページを参照。

不採択

陳情 4 瓜連庁舎に歴史民俗資料館の拡張・利活用
を求める陳情書 不採択

陳情 6 土地利用規制の見直しに関する陳情 不採択

選挙 5 那珂市選挙管理委員会委員及び補充員の選
挙について

選挙管理委員会委員及び補充員の任期満了に伴い、新たに委
員及び補充員を選挙するもの。 当選

賛否が分かれた議案等 ○：賛成　　×：反対
※議長（木野広宣議員）は採決に加わりません。

議　案　等　名 結果

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18
榊
原
　
一
和

桑
澤
　
直
亨

原
田
　
悠
嗣

木
野
　
広
宣

鈴
木
　
明
子

渡
邊
　
勝
巳

寺
門
　
　
勲

小
池
　
正
夫

小
宅
　
清
史

大
和
田
和
男

冨
山
　
　
豪

花
島
　
　
進

寺
門
　
　
厚

萩
谷
　
俊
行

笹
島
　
　
猛

君
嶋
　
寿
男

遠
藤
　
　
実

福
田
耕
四
郎

議案第41号
令和 6年度那珂市一般会計補正予算
（第 2号）

可　決 〇 〇 × ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情第 3 号「瓜連支所の利活用に関す
る陳情」に対する継続審査の動議 否　決 × × 〇 ー 〇 × × × 〇 × × × × × 〇 × 〇 ×

陳情第 3号
瓜連支所の利活用に関する陳情につい
て

不採択 × × 〇 ー 〇 × × × 〇 × × × × × 〇 × × ×

陳情第 4 号「瓜連庁舎に歴史民俗資料
館の拡張・利活用を求める陳情」に対
する継続審査の動議

否　決 × × 〇 ー 〇 × × × 〇 × × × × × 〇 × 〇 ×

陳情第 4号
瓜連庁舎に歴史民俗資料館の拡張・利
活用を求める陳情書

不採択 × × 〇 ー 〇 × × × 〇 × × × × × 〇 × × ×

※議案第41号は、新型コロナウイルスワクチン接種事業について反対討論がありました。
※動議…会議中に予定議案以外の議題を議員が提出すること。

議会だより № 82な
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総
務
生
活
常
任
委
員
会		

◆
議
案
第
45
号

物
品
売
買
契
約
の

	

締
結
に
つ
い
て

消
防
団
第
１
分
団
第
１
部
配

備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
に
係
る
物
品
売
買
契
約
を
締

結
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

Ｑ　

今
年
度
予
算
で
第
１
分
団

第
１
部
と
第
２
部
の
車
両
を
１

台
ず
つ
購
入
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
も
う
１
台
は
今

年
度
中
に
購
入
す
る
予
定
で
す

か
。

Ａ　

第
１
分
団
第
２
部
の
車
両

分
は
、
約
１
７
１
５
万
８
０
０	

０
円
と
な
り
、
金
額
的
に
議
会

案
件
で
は
な
い
た
め
、
今
回
の

説
明
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
す
で
に
契
約
は
済
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ　

同
じ
ポ
ン
プ
車
で
金
額
の

差
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ　

ポ
ン
プ
車
と
ポ
ン
プ
積
載

車
の
違
い
で
す
。

Ｑ　

消
防
団
の
車
両
は
何
年
経

過
す
る
と
更
新
と
な
る
の
で
す

か
。

Ａ　

24
年
を
目
安
に
財
政
状
況

を
鑑
み
て
順
次
車
両
を
更
新
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

使
い
終
わ
っ
た
車
両
の
処

分
・
売
却
は
ど
う
し
て
い
る
の

で
す
か
。

Ａ　

古
い
車
両
は
、
市
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
か
け
て
売
却
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　

売
却
費
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
り
ま
す
か
。

Ａ　

車
両
に
よ
り
差
は
あ
り
ま

す
が
、
数
万
円
程
度
か
ら
大
き

な
は
し
ご
車
だ
と
過
去
に
は
、

１
６
０
万
円
程
の
値
段
が
付
く

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ　

環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
形
式
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル

か
ら
ガ
ソ
リ
ン
へ
転
換
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

Ａ　

車
両
の
大
き
さ
に
よ
り

メ
ー
カ
ー
が
選
定
し
た
エ
ン
ジ

ン
と
な
っ
て
お
り
、
国
の
排
ガ

ス
基
準
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
入
札
時

に
エ
ン
ジ
ン
形
式
を
指
定
す
る

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

教
育
厚
生
常
任
委
員
会		

◆
議
案
第
39
号

那
珂
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

小
規
模
保
育
事
業
所
、
事
業

所
内
保
育
事
業
所
に
お
け
る
満

３
歳
以
上
の
児
童
に
係
る
保
育

士
・
保
育
従
事
者
の
配
置
基
準

が
見
直
さ
れ
た
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

保
育
士
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
雇
用
に
必
要
な
経
費
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
保
育
士
不
足
に
対
す
る

国
の
政
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

保
育
士
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
、
処
遇
改
善
に
必
要
な
人

件
費
の
助
成
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
出
産
な
ど
で
現
場
を
離
れ

た
保
育
士
の
掘
り
起
こ
し
を
進

め
て
い
く
こ
と
も
国
の
通
達
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

国
か
ら
の
補
助
は
、
必
要

な
費
用
が
賄
え
る
だ
け
の
額
で

す
か
。

Ａ　

保
育
士
一
人
当
た
り
の
保

育
す
る
児
童
が
減
る
こ
と
に
伴

い
、
保
育
士
の
人
数
が
増
え
た

場
合
、
配
置
に
要
す
る
経
費
の

差
額
に
相
当
す
る
人
件
費
の
加

算
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、賄
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ　

保
育
士
の
負
担
軽
減
は
分

か
り
ま
す
が
、
今
日
の
人
材
不

足
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。

Ａ　

当
分
の
間
現
行
基
準
で
の

運
営
を
可
能
と
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
市

内
保
育
所
で
は
、
改
正
後
の
基

準
を
す
で
に
満
た
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
の
と
こ
ろ
保
育
士
が

不
足
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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今回の定例会で採決した請願・陳情の
概要をお知らせします。
	 《陳情　 3件》

請 願 陳 情
陳情第 3号 瓜連支所の利活用に関する陳情について

根本正顕彰会　会長　山田　正巳

歴史民俗資料館の瓜連支所への移転、機能（名称）の変更、那珂市名誉市民コーナーの新設
を要望するものです。
審査の中では、今後地域の皆様を交えて、地域の活性化につながるよう、幅広く検討してい
く段階であるため、まだ要望の内容を検討するには至らない、少しでも早く協議会を立ち上げ
ることが先ではないか、時期尚早であるという意見が出ました。
本会議では、継続審査にすべきという意見が出ました。
本会議での採決の結果、不採択と決定しました。

陳情第 4号 瓜連庁舎に歴史民俗資料館の拡張・利活用を求める陳情書
瓜連・歴史を学ぶ会　役員一同　代表　加藤　雅美

瓜連庁舎を歴史民俗資料館などとして拡張・利活用するとともに、分庁舎を活用して公文書
館の設置を求めるものです。
審査の中では、陳情第 ３号と同様、今後地域の皆様を交えて、地域の活性化につながるよう、
幅広く検討していく段階であるため、まだ要望の内容を検討するには至らない、少しでも早く
協議会を立ち上げることが先ではないか、時期尚早であるとの意見が出ました。
本会議では、陳情第 ３号と同様、継続審査にすべきという意見や、本陳情に賛成する討論が
出ました。
本会議での採決の結果、不採択と決定しました。

※陳情者の住所・氏名については、掲載の希望の有無を確認しています。

陳情第 6号 土地利用規制の見直しに関する陳情

農業振興地域の整備に関する法律に基づき、また、農用地区域の指定が土地所有
者の権利を制限していることを鑑みて、迅速に農用地区域指定の見直しを求めるものです。
審議の中では、市では計画を見直す作業について、すでに着手していることや、陳情の理由
には個別の案件も含まれており、以前、個人の開発に関する案件については議会として取り扱
うべきではないとしたとの意見が出ました。
本会議での採決の結果、不採択と決定しました。

不採択

不採択

不採択
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Ｐ12� 原田　悠嗣�議員
◇瓜連庁舎について
◇道の駅建設について
◇学校教育について
◇新型コロナワクチンについて

Ｐ12� 桑澤　直亨�議員
◇道の駅整備における課題と将来展望に
ついて

Ｐ13� 小池　正夫�議員
◇農地活性地域計画について
◇小中一貫教育について
◇部活動の地域移行について

Ｐ13� 渡邊　勝巳�議員
◇生活基盤の整備について

Ｐ14� 花島　　進�議員
◇額田地区の道路整備について
◇オオキンケイギクへの対応について
◇難聴対策について
◇マイナンバー保険証について
◇小学校、中学校の暑熱対策について
◇成人の引きこもりへの対応について
◇再生可能エネルギー利用蓄電池などへ
の補助について

Ｐ14� 冨山　　豪�議員
◇養護老人ホームの措置費の改定について

《質問者　12名》
※一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しており、内容や表現については各議員の文責にお
いて掲載しています。

Ｐ9� 小宅　清史�議員
◇菅谷の雨水対策を考える
◇菅谷の道路景観を考える
◇文化財を考える
◇那珂市名誉市民について考える

Ｐ9� 大和田和男�議員
◇カスタマーハラスメントについて
◇自治体間競争に打ち勝つ自主財源の確
保を

Ｐ10� 榊󠄀原　一和�議員
◇那珂市のごみ問題を考える
◇地域コミュニティを考える

Ｐ10� 鈴木　明子�議員
◇養育費について
◇パートナーシップ制度について
◇ＨＰＶワクチンについて
◇女性職員の登用状況について

Ｐ11� 遠藤　　実�議員
◇選挙の投票率向上について
◇災害時の協力協定について
◇フードロス削減の推進について

Ｐ11� 寺門　　厚�議員
◇那珂市の公共交通事業について
◇農業の担い手確保について
◇ラーケーション制度について
◇那珂市小中学校の体育館等へのエアコ
ン設置について
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小
宅　

清
史	

議
員

新
た
に
白
土
松
吉
先
生
を

名
誉
市
民
へ

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す

大
和
田　

和
男	

議
員

自
治
体
間
競
争
に
勝
つ
為
の

自
主
財
源
の
確
保
。
市
の
施
策
は

各
種
施
策
を
進
め
、
好
循
環
を
生
み
出
す

Ｑ　

那
珂
川
と
久
慈
川
に
挟
ま

れ
た
那
珂
大
地
は
水
に
乏
し
く

水
田
に
は
適
さ
な
い
場
所
で
し

た
。
白
土
松
吉
先
生
は
農
家
の

安
定
収
入
を
図
る
た
め
に
痩
せ

た
土
地
で
も
つ
く
れ
る
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
の
普
及
に
努
め
ま

し
た
。
そ
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
高
を
そ
れ
ま
で
の
２
倍
以

上
に
す
る
白
土
式
甘
藷
栽
培
法

を
確
立
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
功
績
は
、
小
場

江
堰
用
水
の
改
修
工
事
の
実
現

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
強

い
反
対
の
中
、
自
ら
の
土
地
を

売
り
、
命
の
危
険
を
顧
み
ず

こ
の
事
業
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
下
江
戸
の
揚
水
施
設
と
総

延
長
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

導
水
路
と
幹
線
水
路
工
事
は

１
９
６
６
年
に
完
成
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
那
珂
大
地
は
那
珂
川

の
水
を
利
用
し
て
水
田
が
作
れ

Ｑ　

基
金
を
元
手
と
し
た
有
価

証
券
等
の
購
入
で
利
息
収
入
を

得
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

会
計
管
理
者　

元
本
割
れ

等
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

公
有
財
産
の
貸
付
促
進
を

願
う
と
と
も
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
等
の
広
告
収
入
を
増
や

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

総
務
部
長　

他
自
治
体
を

参
考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

自
治
体
の
課
題
解
決
に
効

果
的
な
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
Ｇ
Ｃ

Ｆ
）
を
活
用
し
、
市
全
体
で
ま

ち
を
盛
り
上
げ
、
寄
付
者
を
広

げ
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

一
般
的
な
ふ

る
さ
と
納
税
は
返
礼
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
寄
付
を
募
っ
て
い

ま
す
が
、
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
具
体
的
な

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
功
績
を
考
え
れ
ば
、
白
土

松
吉
先
生
は
名
誉
市
民
に
ふ
さ

わ
し
い
人
物
と
考
え
ま
す
。
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

白
土
松
吉
氏

に
つ
き
ま
し
て
は
、
甘
藷
栽
培

の
研
究
と
改
良
に
取
り
組
み

「
さ
つ
ま
い
も
の
神
様
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、
本
市
の
み
な
ら

ず
県
内
の
農
業
振
興
に
お
い
て

も
尽
力
さ
れ
た
か
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
議
員
か
ら

推
薦
を
い
た
だ
き
ま
し
た
白
土

氏
の
功
績
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
と
し
て

も
、
新
た
な
名
誉
市
民
の
選
定

に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
を
前
面
に
出
し
、
寄
付
の

使
い
道
を
よ
り
詳
細
に
説
明
し

寄
付
を
募
り
ま
す
。
事
業
内
容

に
よ
っ
て
は
多
く
の
賛
同
が
得

ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

茨
城
県
産
業
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
産
業
育
成
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
を

制
定
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

必
要
性
も
含

め
調
査
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

那
珂
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
に
よ

る
企
業
誘
致
、
産
業
創
出
で
自

主
財
源
の
確
保
を
願
い
ま
す
。

Ａ　

企
画
部
長　

具
体
的
な
話

に
ま
で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

名
誉
市
民
と
し
干
し
芋
の
Ｐ
Ｒ 

に
も
一
役
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

個
人
市
民
税
、固
定
資
産
税
に

頼
る
行
政
運
営
か
ら
の
脱
却
を
。
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榊󠄀
原　

一
和	

議
員

本
市
の
ご
み
処
理
に
お
け
る

年
間
の
経
費
の
推
移
は

約
５
億
９
２
０
０
万
円
で
過
去
最
も
高
い

鈴
木　

明
子	

議
員

養
育
費
の
文
書
で
の

取
り
決
め
率
向
上
に
つ
い
て

離
婚
届
配
布
時
、
必
要
書
類
を
添
付
す
る

Ｑ　

ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費

の
増
加
は
、
財
政
の
ひ
っ
迫
に

も
直
結
す
る
問
題
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
市
の
ご
み
処
理
に
お

け
る
年
間
の
経
費
の
推
移
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

10
年
前	

の
平
成
26
年
度
は
約
４
億
５
６	

０
０
万
円
、
５
年
前
の
令
和
元	

年
度
は
約
４
億
９
４
０
０
万
円
。	

昨
年
、
令
和
５
年
度
の
ご
み
処	

理
経
費
は
、
約
５
億
９
２
０
０	

万
円
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
で
最

も
高
く
な
り
ま
し
た
。
処
理
す

る
ご
み
の
量
が
増
え
た
こ
と
、

処
理
に
か
か
る
電
気
代
や
有
害

物
質
を
取
り
除
く
薬
品
代
の
高

騰
が
増
加
の
原
因
で
す
。

Ｑ　

こ
こ
10
年
で
約
１
・
４
億

円
の
増
加
と
な
り
、
ご
み
処
理

費
用
の
増
加
は
、
環
境
保
護
と

経
済
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
上
で
重
要
な
課
題
と
考
え
ま

Ｑ　

子
ど
も
の
貧
困
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
中
、
養
育
費
の
必

要
性
は
大
き
い
で
す
。
た
だ
し
、

日
本
の
受
領
率
は
、
先
進
国
の

中
で
も
、
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

低
い
レ
ベ
ル
で
す
。
本
市
の
養

育
費
の
受
領
状
況
、
ま
た
、
養

育
費
の
取
り
決
め
の
状
況
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

令
和
５

年
度
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

４
３
２
人
の
う
ち
、
養
育
費
を	

受
け
取
っ
て
い
る
か
た
は
１
３	

７
人
（
３1
・
７
％
）。
養
育
費

の
取
り
決
め
を
文
書
で
行
っ
て

い
る
１
１
６
人
の
う
ち
、
養
育

費
を
受
け
取
っ
て
い
る
か
た
は

8３
人
（
71
・
５
％
）
で
、
取
り

決
め
を
口
頭
で
行
っ
て
い
る
89	

人
の
う
ち
、養
育
費
を
受
け
取
っ

て
い
る
か
た
は
50
人
（
56
・
１	

％
）
で
す
。

Ｑ　

養
育
費
受
領
率
は
本
市
で

す
。
本
市
に
お
け
る
ご
み
問
題

の
今
後
の
あ
り
方
を
、伺
い
ま
す
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

こ
れ
ま

で
も
ご
み
の
排
出
量
や
焼
却
処

理
費
用
の
抑
制
は
課
題
で
し

た
。
令
和
７
年
度
か
ら
は
焼
却

炉
の
改
修
予
定
も
控
え
て
お

り
、
他
自
治
体
へ
処
理
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

と
な
り
ま
す
。
今
後
、
ご
み
の

中
で
も
重
量
の
あ
る
生
ご
み
の

減
量
や
、
こ
れ
ま
で
は
燃
や
す

ご
み
と
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
を
分
別
収
集
に

す
る
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

も
低
値
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
、
文
書
で
の
取
り
決
め
を

行
っ
て
い
る
か
た
の
受
領
率
が

高
く
、
取
り
決
め
率
を
向
上
す

る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭

庁
で
も
、
養
育
費
取
り
決
め
の

向
上
を
推
進
し
て
お
り
、
促
進

策
の
一
つ
と
し
て
法
務
省
作
成

の
「
こ
ど
も
の
養
育
に
関
す
る

合
意
書
作
成
の
手
引
き
と
Ｑ
＆

Ａ
」
を
、
離
婚
届
用
紙
を
と
り

に
来
た
か
た
に
、
渡
す
取
り
組

み
を
本
市
で
行
う
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

今
後
は
、	

離
婚
届
の
用
紙
と
共
に
必
要
な

情
報
を
ま
と
め
た
資
料
を
渡
す

よ
う
に
し
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

ご
み
袋
の
価
格
も
、考
え
直
す
時

期
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

現
在
受
領
の
な
い
か
た
へ
引
き

続
き
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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遠
藤　

実	

議
員

フ
ー
ド
ロ
ス
排
出
事
業
者
と
必

要
な
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
普
及
に
尽
力
す
る

寺
門　

厚	

議
員

運
転
免
許
自
主
返
納
者
等

支
援
事
業
の
特
典
複
数
化
を

他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
検
討

Ｑ　

近
年
の
気
候
変
動
に
対
応

す
る
目
的
の
食
品
ロ
ス
削
減
推

進
法
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、
市

も
各
種
施
策
を
充
実
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
市
内
で
フ
ー

ド
ロ
ス
を
抱
え
る
事
業
者
と
そ

れ
を
活
用
し
た
い
事
業
者
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
出

来
る
よ
う
、
社
会
的
な
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

既
に
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
い
ば
ら

き
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

現
在
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
事
業
を
広
く
周
知
し

て
、
食
品
の
提
供
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
材
を
募
る
な
ど
幅
広

く
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

食
品
を

Ｑ　

那
珂
市
地
域
公
共
交
通
計

画
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

を
は
じ
め
、
多
様
な
利
用
者
を

想
定
し
た
交
通
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
現
行
の
公
共
交

通
の
基
盤
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
交

通
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
事

業
運
用
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
を
含
め
、

買
い
物
困
難
者
対
応
の
交
通
手

段
の
確
保
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

Ａ　

建
設
部
長　

民
間
タ
ク
シ
ー	

や
、
利
用
要
件
に
基
づ
き
利
用

者
登
録
を
す
れ
ば
、
誰
で
も
利

用
で
き
る
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ひ

ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」
に
て
大
型

商
業
施
設
な
ど
に
乗
り
降
り
で

き
る
な
ど
、
買
い
物
困
難
者
等

の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に

は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ひ
ま
わ

受
け
た
い
世
帯
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
安
定
的
に
食
材
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
寄

付
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
を
増

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
制
度
の
周
知
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ　

国
の
食
品
ロ
ス
削
減
推
進

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
市
と
し
て

周
知
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
地

域
で
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
活
動
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ａ　

市
民
生
活
部
長　

市
民
や

事
業
者
に
制
度
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
す

よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

な
ど
で
広
く
周
知
し
ま
す
。

り
タ
ク
シ
ー
」
利
用
券
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
典
は
こ
れ

一
つ
の
み
な
の
で
、
運
転
免
許

自
主
返
納
者
対
策
と
し
て
、
デ

マ
ン
ド
交
通
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク

シ
ー
」
利
用
券
以
外
に
、
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
や
電
動
車
い

す
の
購
入
補
助
を
行
う
な
ど
、

外
出
の
機
会
を
多
く
取
れ
る
よ

う
選
択
肢
を
拡
大
し
て
は
い
か

が
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

建
設
部
長　

運
転
免
許
自

主
返
納
等
支
援
事
業
の
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
外
出
機
会
の

増
加
に
つ
な
が
る
具
体
的
手
法

は
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
内
容

を
含
め
、
他
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。　

議
員
の
ひ
と
こ
と

フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
は
地
球
を
守

る
た
め
に
不
可
欠
な
事
業
で
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

運
転
免
許
自
主
返
納
者
支
援
事

業
の
対
象
者
特
典
充
実
促
進
を
。
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原
田　

悠
嗣	

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

被
害
状
況
周
知
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
ま
す

桑
澤　

直
亨	

議
員

道
の
駅
整
備
に
お
け
る
財
源
に

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
の
か

有
利
な
地
方
債
で
財
源
調
整
し
て
い
く

Ｑ　

予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
47
年

間
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を

除
い
た
全
て
の
ワ
ク
チ
ン
で
の

死
亡
認
定
数
は
１
５
８
件
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
死
亡
認

定
数
は
５
９
３
件
（
２
０
２
４

年
５
月
21
日
時
点
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
過
去
の
ワ
ク
チ
ン
と

比
較
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
健
康
被
害
認
定
数
、
死
亡

認
定
数
は
異
常
な
ほ
ど
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
判
断
す
る

上
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
健
康
被
害
状
況
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

４
月
か

ら
定
期
接
種
へ
と
制
度
が
移
行

Ｑ　

基
本
計
画
に
よ
る
建
設
費

26
億
円
を
捻
出
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
や
地

方
債
の
発
行
が
必
要
か
と
思
い

ま
す
が
、
国
か
ら
見
込
ま
れ
る

各
種
補
助
金
の
総
額
は
い
く
ら

で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
な
ど

基
本
計
画
に
お
け
る
概
算
事
業

費
を
も
と
に
算
出
す
る
と
総
額

で
約
７
億
６
６
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

各
種
補
助
金
の
総
額
、
約

８
億
円
を
差
し
引
い
た
残
り
の

約
18
億
円
が
市
で
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
金
額
で
す
。
こ

の
金
額
を
捻
出
す
る
に
は
、
地

方
債
の
発
行
、
い
わ
ゆ
る
借
金

を
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
合
併
特
例
債
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
り

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内

容
の
周
知
と
合
わ
せ
て
、
健
康

被
害
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
、
市
民
に
対
し
わ
か
り
や
す

い
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ま
す
。
こ
の
合
併
特
例
債
と
は

ど
の
よ
う
な
地
方
債
で
す
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

対
象
事
業
費

の
95
％
ま
で
地
方
債
を
借
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
元
利

償
還
金
の
70
％
が
普
通
交
付
税

で
措
置
さ
れ
る
、
財
政
的
に
有

利
な
地
方
債
で
す
。

Ｑ　

今
後
起
債
可
能
な
合
併
特

例
債
の
残
高
は
。

Ａ　

企
画
部
長　

建
設
事
業
分

と
し
て
約
2３
億
円
で
す
。

Ｑ　

道
の
駅
整
備
に
合
併
特
例

債
を
活
用
し
ま
す
か
。

Ａ　

企
画
部
長　

内
容
を
精
査

し
て
い
く
中
で
、
合
併
特
例
債

も
含
め
、
有
利
な
地
方
債
の
活

用
を
念
頭
に
、
財
源
調
整
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
健
康
被

害
の
正
し
い
情
報
周
知
を
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

多
く
の
課
題
を
解
決
し
、
市
民

に
愛
さ
れ
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
へ
。

予防接種健康被害救済制度死亡認定数
（データ元：厚生労働省）
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小
池　

正
夫	

議
員

地
域
計
画
の
策
定
の

主
旨
内
容
は

高
齢
化
人
口
減
少
の
耕
作
放
棄
地
防
止

渡
邊　

勝
巳	

議
員

合
併
浄
化
槽
処
理
水
を
道
路

横
断
し
側
溝
接
続
で
き
な
い
か

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す

Ｑ　

地
域
計
画
策
定
の
主
旨
は

ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

Ａ　

産
業
部
長　

農
業
者
の
減

少
・
高
齢
化
や
、
そ
れ
に
伴
う

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
の
懸
念
な

ど
、
地
域
が
抱
え
る
農
業
の
課

題
に
つ
い
て
、
５
年
後
、
10
年

後
、
地
域
の
農
地
は
誰
が
利
用

し
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

く
か
と
い
っ
た
農
地
の
集
約
に

向
け
た
方
針
な
ど
を
話
し
合

い
、
地
域
農
業
の
将
来
を
農
地

の
活
用
計
画
と
し
て
定
め
る
も

の
で
す
。対
象
と
な
る
農
地
は
、

農
業
振
興
地
域
内
の
全
て
の
農

地
と
な
り
ま
す
。地
域
計
画
は
、

地
域
農
業
の
あ
り
方
や
農
地
一

筆
ご
と
の
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
し
た
計
画
と
地
図
か
ら
構

成
さ
れ
、
令
和
４
年
度
ま
で
に

策
定
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
土
台
に
策
定
す
る
計
画
に
10

年
後
の
農
地
利
用
の
耕
作
者
を

Ｑ　

道
路
に
雨
水
が
溜
ま
り
、

通
行
が
困
難
に
な
る
の
は
道
路

幅
員
が
広
く
て
も
狭
く
て
も
同

じ
で
す
。
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
未

満
の
暫
定
舗
装
道
路
へ
の
両
側

側
溝
を
含
め
た
整
備
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
考
え
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

建
設
部
長　

整
備
基
準
道

路
整
備
、
狭
あ
い
道
路
整
備
と

違
い
、
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道

路
は
、
暫
定
的
な
道
路
整
備
で

あ
る
た
め
、
側
溝
を
設
置
し
た

整
備
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

近
隣
市
町
村
の
整
備
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
の
考
え

方
を
改
め
て
整
理
し
ま
す
。

Ｑ　

道
路
の
片
側
に
し
か
側
溝

が
な
い
場
合
、
側
溝
の
な
い
側

に
住
ん
で
い
る
か
た
は
道
路
の

横
断
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、

側
溝
に
放
流
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
地
下
水
位
が
高
く
、
浸
透

明
示
し
た
目
標
地
図
を
加
え
た

も
の
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

昨
年
度
実
施
し
た
地
域
で

の
話
し
合
い
の
成
果
と
課
題
は
。

Ａ　

産
業
部
長　

５
地
区
で
の

話
し
合
い
が
進
ん
で
お
り
、
瓜

連
地
区
で
は
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
集
積
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
は
、
地
域
の

か
た
、
担
い
手
、
農
地
所
有
者

な
ど
参
加
者
を
ど
う
確
保
す
る

か
、地
域
計
画
策
定
へ
の
理
解
・

合
意
形
成
や
地
域
で
の
話
し
合

い
の
場
を
開
催
す
る
た
め
の
事

前
準
備
、
地
権
者
の
か
た
へ
の

農
地
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
な
ど
に
か
な
り
の
労
力

と
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

し
に
く
い
場
所
で
あ
っ
て
も
、

宅
内
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
合
併
浄
化
槽
処
理
水
放
流

管
の
防
護
方
法
を
工
夫
す
る
こ

と
で
、
道
路
を
横
断
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
と
考
え
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

建
設
部
長　

議
員
ご
提
案

の
と
お
り
、
市
場
に
は
道
路
の

埋
設
に
も
影
響
の
な
い
製
品
が

開
発
さ
れ
て
お
り
、
管
理
上
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
な
接
続

方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
材

料
の
活
用
と
併
せ
て
近
隣
自
治

体
の
対
応
状
況
も
参
考
に
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

着
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
望
む
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

来
年
度
４
月
１
日
に
運
用
開
始

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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閉会中
　議会活動レポート

定例会閉会中（３月～５月）の那珂市議会の主な活動をご紹介します

活 動 日 誌

花
島　

進	

議
員

難
聴
対
策
と
し
て
、
音
声
―

文
字

変
換
ツ
ー
ル
を
推
進
し
て
は

窓
口
で
使
用
す
る
な
ど
考
え
た
い

冨
山　

豪	

議
員

社
会
情
勢
に
応
じ
た
措
置
費
の

改
定
を
お
願
い
し
た
い

改
定
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す

Ｑ　

難
聴
対
策
と
し
て
、
補
聴

器
の
補
助
は
他
の
自
治
体
に

あ
っ
て
、
私
も
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
有
効

に
使
う
に
は
、
本
人
の
努
力
も

必
要
、
ま
た
高
額
で
も
あ
り
ま

す
。
市
が
２
万
円
、
３
万
円
補

助
し
て
も
、
必
要
な
金
額
の
半

分
に
も
満
た
な
い
例
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　

一
方
、
音
声
―

文
字
変
換
は
、

無
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。
装
置
は
必
要
で
も
、
普
段

持
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
が
あ
れ
ば
使
え
る
の
で
、

考
え
方
を
変
え
て
、
そ
の
音

声
―

文
字
変
換
の
技
術
を
応
用

し
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

難
聴
者
の
協
力
者
を
募
っ
て
、

い
く
つ
か
の
ア
プ
リ
の
使
い
勝

手
な
ど
を
試
し
、
結
果
を
市
民

に
公
表
し
て
み
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

Ｑ　

厚
生
労
働
省
は
本
年
３
月
、

各
自
治
体
に
対
し
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の

老
人
保
護
措
置
費
支
弁
額
（
運

営
費
）
を
増
額
す
る
た
め
の
計

算
方
法
の
例
等
を
Ｑ
＆
Ａ
な
ど

で
示
し
た
事
務
連
絡
を
出
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
で
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運

営
費
に
充
て
る
よ
う
地
方
交
付

税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
算
定
単

価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
示

し
て
お
り
、
施
設
が
適
切
な
運

営
と
職
員
の
処
遇
改
善
が
で
き

る
よ
う
支
弁
額
の
改
定
を
求
め

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
受
け
、
本
市
は
改
定
を
行

う
の
か
、
ま
た
そ
の
時
期
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、

通
達
内
容
を
確
認
し
措
置
費
の

改
定
に
向
け
、
改
定
時
期
も
含

め
て
関
係
部
署
と
協
議
を
進
め

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

聞
こ
え

に
不
安
を
お
持
ち
の
方
が
窓
口

に
お
越
し
の
際
に
、
必
要
に
応

じ
て
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
お
越
し
に
な
っ
た
方
の
不

安
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
補

聴
器
以
外
の
対
策
が
あ
る
こ
と

を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

音
声
文
字
変
換
ア
プ
リ
は
複

数
あ
り
、
ま
た
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
改
良
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
実
際
に
ア
プ
リ

を
活
用
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
意

見
を
お
伺
い
し
、
実
験
的
に
窓

口
で
活
用
で
き
な
い
か
確
認
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ　

措
置
費
改
定
の
権
限
は

２
０
０
６
年
に
国
か
ら
市
町
村

に
移
譲
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以

後
18
年
間
、
消
費
者
物
価
指
数

や
最
低
賃
金
の
上
昇
に
見
合
っ

た
改
定
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
が
示
し
た

指
針
と
は
１
・
３
８
倍
の
開
き

が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
現
状

の
差
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ　

保
健
福
祉
部
長　

措
置
費

改
定
に
算
入
単
価
の
変
動
率
を

導
入
す
る
の
か
、
ま
た
導
入
す

る
際
に
は
、
権
限
移
譲
さ
れ
た

平
成
17
年
度
の
単
価
を
基
に
算

出
し
て
い
く
の
か
を
含
め
、
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

補
聴
器
の
他
、
音
声–

文
字
変

換
ツ
ー
ル
を
普
及
し
た
い
。

議
員
の
ひ
と
こ
と

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状
を
し
っ 

か
り
と
考
え
素
早
い
改
定
を
。
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閉会中
　議会活動レポート

定例会閉会中（３月～５月）の那珂市議会の主な活動をご紹介します

活 動 日 誌
新
任
議
員
向
け
原
子
力
関
連
施
設
見
学

新
任
議
員
向
け
の
勉
強
会

と
し
て
、
那
珂
市
周
辺
の
原

子
力
関
連
施
設
で
あ
る
三
菱

原
子
燃
料
株
式
会
社
東
海
工

場
、
国
立
研
究
開
発
法
人
量
子

科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
那
珂

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
科
学
技
術
研
究

所
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会

社
那
珂
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
研
究

所
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会

社
東
海
第
二
発
電
所
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
那
珂
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
科
学
技
術
研
究
所
で

は
、
核
融
合
反
応
を
起
こ
す

た
め
に
必
要
な
プ
ラ
ズ
マ
の	

生
成
に
成
功
し
た「
Ｊ
Ｔ
―

６
０	

Ｓ
Ａ
」
を
視
察
し
、
東
海
第
二

発
電
所
で
は
、
防
潮
堤
工
事
の

様
子
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
察

や
勉
強
会
を
通
し
て
知
見
を
広

げ
、
那
珂
市
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
の
議
会
活
動
、
市
政
運
営

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
日　

令
和
６
年
５
月
13
日（
月
）

令
和
６
年
５
月
14
日（
火
）

3 月
	 28日	 議会広報編集委員会

4 月
	 10日	 議会広報編集委員会
	 17日	 議会運営委員会
	 18日	 議会広報編集委員会◎
	 	 新任議員向け勉強会
	 22日	 議会広報編集委員会取材
	 2３日	 全員協議会
	 	 教育厚生常任委員会

5 月
	 8 日	 議会運営委員会
	 10日	 産業建設常任委員会
	 1３ ・ 14日	 新任議員向け原子力施設視察
	 16日	 総務生活常任委員会
	 2３日	 原子力安全対策常任委員会
	 27日	 教育厚生常任委員会
	 28日	 議会運営委員会
	 	 全員協議会
	 	 議会広報編集委員会
	 ◎…オンライン形式で開催

視察の様子
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編編
集集
後後
記記

議会運営委員会

全員協議会

本会議
（委員長報告、
議案等採決）

本会議
（議案上程など）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問など）

総務生活
常任委員会

産業建設
常任委員会

原子力安全対策
常任委員会

教育厚生
常任委員会
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議会映像を公開しています

（「那珂市議会」ページ内の「映像配信」から
「YouTube」を開くことができます。）

那珂市議会 検　索

令和６年６月２日（日）

※会議は、原則として午前10時開会です。

49/1 3

11

18 20 21

13 14

5 6 7

12

19

日 月 火 水 木 金 土

25 26 2827

10

17

24 　那珂市議会では定例会、臨時会の本会議の映像
を「YouTube」の動画サイトで公開しています。
詳しくは、那珂市ホームページの「那珂市議会」
のページをご覧ください。

ふれあいセンターすがや
開館記念式典

23

2

9

16

22

8

15

9次回 月定例会

2 3 5410/13029

いつも那珂市議会だよりをご覧になっていただき、誠にあ
りがとうございます。
議会だよりは、市民の皆様に市政や議会を身近に感じてい
ただき、注目していただけるよう広報編集委員会の委員が意
見を交わし、編集や紙面づくりに取り組んでいます。
これからも、さまざまな手法を取り入れながら、議会の活
動を発信していきます。	 （寺門　　勲）

議会広報編集委員会
委 員 長　榊原　一和
副委員長　寺門　　勲
委 員　桑澤　直亨
委 員　原田　悠嗣
委 員　鈴木　明子
委 員　冨山　　豪

令和 6年第 3回定例会： 9月 2日～ 9月20日

令和６年第３回（９月）定例会の日程（案）は左の
とおりです。
会議は原則公開となっており、お住まいの地区
と年代を所定の用紙にご記入いただくだけで、ど
なたでも傍聴できますので、お気軽にお越しくだ
さい。
また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、
8月23日（金）17時までに、議会事務局までご提出
ください。
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